
発破の歴史(Ⅳ)

木 村

4.5.2 民間に合ける火薬の製遵

大正3年(1914)に勃発した第一次大晩で三粧び火薬

の抽入が杜絶した上.陸甲岩鼻火萌屯適所はダイナマ

イトの民爾払下げを中止した｡一方大聴衆気IC国内の

虚業は飛跡的に拡大し,各地で水力尭屯所の吐乳 石

炭の増産が行われた｡このような情勢下で自給を目的

とする爆薬の民間生産の必要性が生じた｡しかし明治

32年(1899)に制定された法規は陸甲{･1イナマイトを

生産するため明治43年(1910)lこ改訂され,この法規{･

Ii民間において火蕪の穀通は原則として許可されない

ので浜坂の改訂が必要である｡

そこでこの法境の改訂を進めると共に民間火薬会社

の連投が進められ,大正5年(1916)6月に日本火薬製

造的(現在の日本化薬輯)が創立,法規は大正6年3月

と11月に改打された｡従って法則が改訂されるまでは

日本火恥 土煙甲の委託生産という形でダイナ1イトE]

鞍2トt/の製造が許可され,大正6年初めて製品を出

荷した州｡しかし大政が終了すると肝衆知 土抱のよう

に消え産薬界全体の不況が深刻化した｡日本火薬も大

正9年8月に工場を一時開銀275人の従薬Aを伊屈し

た｡このような状況に対地するため陸甲はダイナマイ

ト払下げを制限した結果.工場閉銃は一ヶ月で打切ら

れた｡しかし外国薬品は取持の推縛を回るため,価格

〆ソビl/タを回った結果他人は故紙として挽いた｡

大正8年(1919)には浅野投一郎が遜色索敵也を主剤

とする爆薬をカーリットという商品名で野道(会社名

をE]本カ-I),ト榊という)大正14年(1925)帝国火薬

工薬桝(現在の日本油肪㈱)がダイナマイトの生産を初

めた｡また一時民間払下げを制限した陵qZはその後炭

鉱用爆薬(瑞安ダイナマイト,硝安爆薬など)を民間に

払下げ.昭和7年(1932)には日本食来火薬㈱(現在の

旭化成工巽㈱)がダイナマイ ト生産を開始するなど火

薬の筒賓には対応{･きるようになったが版兄合戦は赦

化した｡大正時代より昭和初期における火薬供給状況

は蛮7.頚8の如くである(21)｡
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4.6 発破の変遷

4.6.1 さく岩機

さく岩牧は1683年イギ))スのHutnaJLnにより試作

された附｡

1717年プリヅシlは労力をはぷくためせん孔内にく

さびを打込むことを推秦.1749年-ソガt)-で鉱夫が

せん孔したという配布があるが詳細は不明である｡

1813年イギlJスのTrevithickが回転式蒸気動さく岩牧

を,1838年7}'Jカ人シ./ガーがrpププ-'/マ～式

(蒸気)さく岩槻を開苑した｡その他1849年Coudlが

蒸気式(打撃)1851年Fowleが回転式.QⅣeが茶気と

正気両用のさく哲也を発明したが,当時のものは何れ

も人力で支えてせん孔する方式{･あるZS)｡1888年頃ア

ノ1)カ{･庇われていたさく岩牧の一例を回8に示す5㌔
OJrL･○巾<

日本においては菅から坑3B堀には紹通用延と呼ぶ罪

深から鉱脈に沿って掘る技術が行われていた｡1700年
▲三bt･

頃より鉱脈に正角に切当てる輸相という工法が先達す

るに伴って.水平坑が掘られ斜孔と併用された｡椀相

とは鉱脈を求め較掛こ技坑を分枝するもので採鉱切は

深部に延びた｡
r:Jl.n

当時はすべて金槌と磐を使って掘られた｡しかし遠見

換気の法がなく.普通60m掘さくが限度でそれ以上深

くなると空気が非常に掩鰍こTz:り.火をつけたり焦し

たりすることが困難となるので山の神を臭って体山し

たというI)｡日本でさく岩機がいつから使用されたか

は明らかでないが,明治14年(1881)佐渡で英国製ダー

リt/ト./魚弁さく岩牧な.同15年阿仁鉱山で英国製シ

1ラムさく岩俵を嶋入したというN).尾会沢では明治

12年にさく岩牧を据付けた｡同鉱山の工部省への報告l∫▲■
に上れば｢阿恵夢枕-十五馬力ノ小溝汽維 卜引水切符

空気中筒及空気ノ貯位 トヲ以テ半枚喝ヲ且稔シ共空気

貯碓aI)鉄管ヲ及ポシ之ヲ坑内二鮭架シ以テ空気ヲ送

並スルニ供ス｡共開坑所工至ラ,:之ニゴム管ヲ接紀シ

以テ空気ヲ怒拡号披=鼓サシム｡転鉱暮械-整一挺ヲ

活動スルモノこシテ 共用先Iy適宜ノ聖ヲ挿シテ重石

二価孔ヲ穿チ 次ニ｢ダイナマイト｣及t='隠火線(証帝

火線のこと)ヲ装入シ 粘土及磐扮ヲ以テ之ヲ頓韮シ

転鉱替枚ヲ退カシノ隠火線ノ外港こ火ヲ点ジテ身ヲ退

イテ爆発ヲ避ケ 而シテ点火己こ爆発薬二及連スレバ
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伴準8僻 -L72- 坑内露盤轟然 トシテ多少

軒石ヲ奴砕スルナ .)Jとある7)｡ このさく

岩段の能力は｢加背縦 5尺併5尺ノ坑道 ヲ鹿夜掘進

スルコト申際】尺ヲ出ヂズ｣である｡そし

て明治13年 1月から翌年6月まで18ヶ月稼動350尺(106山)を掘進 したが,その技

は宕賓が変化したため中止したという｡

燕汽鯨の燃料としては掩蓋沢鉱山で先見

採掘 した石炭を使用 した7)｡明治19年

(1886)足椙銅山でシさラム式.2

2年生野鉱山{･ドイツ取エーガ一式,23

年佐渡鉱山{･イ･/ガソルユタ')ヅプ式

.2与年別子鉱山でシAラム式さく岩

段を採用 した迫)｡明治29年(1896)開坑の

北炭焼内鉱では当初手堀 り{･発破には瓜色火薬

を使用した｡それでも当時一般に用いら

れたこそく磐とやっとう槌(せっとう租 という文

献 もある)だけのこそ く裾に比 してす(

･九ていたが.間もなく圧輪空気助の7

Pヅト?./恥小型さく岩槻を.32年

には同社夕毅鉱と空知鉱{･イ'/ガソ

ル製りす一夕ーライナーさく岩椀を使用 し

た｡さく皆俵は昭和2年209台.)

2年251台.24年509台に逢 し

たお)｡当初は手掘も並用した｡手掘 り

は岩舷に2尺から6尺の銅戦磐をやっと

う也{･コツコツ掘って尭破孔を作る｡

炭層の場合は回9の如く先づ炭並と下

盤の間にすか しを入れる｡せん孔は3

尺で 1本あけるのに約20分これ

を6-7本あける｡この

外に鬼正孔としてあげ孔,もく孔.おと

し孔をあける｡そのGn軌 こよってやっとう

の振上げ方,磐の捉 り方もちがい技術を要する｡発破

孔をあけると発破小軌 こ発破をかけてもらう.発破

中朝は潟を線番を持ち妙いて発破をかけ

た｡ ガスがあると廿ていたはんてんを脱いでバ

クバクあおってガスを払ったという｡手



国8 1880年代のさく岩牧の一例
T.C.Martin良J.Wet之Ier:TheElectricMotoranditsapplication

(1888)より(1870)佐渡で英人ガワーに

より縦櫛の坑道が開かれ水平坑道には軌道が虫放された｡この軌

道は鉄面皮と呼ばれ 三寸角の松材を表相3I側高

3'の角鉄で掩ったものを用い.拡串は木取の箱に鋳鉄

製の中朝を,運搬動力は人力または馬によったという31)｡三井三池大浦鉱では明治11年(187さ)ざ

ると天秤棒に代って坑内運擬を尿中に代えた｡尾去沢では明治12年から

鉱串を使用しているから.その頃から人力による運搬

は次筋に野を潜めたものと思われるが.故掛 こよる運搬といっても全く

お粗末なものであった91｡北海道の炭鉱ICは初壬剛こ11

水平坑道は馬.斜坑はJL上J)自動昇降号が使用された

｡これは石炭を摂んだ実中の下降する力を利用して空

事を引上げる動力を持たない運搬具である｡石炭を5分 トF,(0.5ト./入りの庚申)に墳んだもの

を爽串という｡従って自動昇降執 土7'L,-キがあ.?て

もとめる力はない ｡悼取りが一中一串に飛乗りわらじで年輪を摩擦

して止めるから,日脚を訳まると先の実qtに衝突脱線転宅

する｡このように枠取りの技術はむつかしいのでr樽取

様か神様か｣といわれたという56)｡木正7年(1918

)ま{･に三糞乗恥こは30-35馬力の茶気措親機,

15-50馬力の電気捲拘枚が導入された｡昭和5-7

年に切羽運搬に直結コンベア,チ羊-ンコ'/ベアが入り運搬機披{･はテ-ル連が加わった｡30馬力の

テール椿の出現に上り昼夜今ま{･10頚の馬による坑内運掛 土全くなくなった｡昭和10年代になり切羽運搬に チエ-

ンコンベア,片盤運搬

にベルトコl/ベアが使用されるようになった｡切羽迎舟幾枚の出現によりせい

Itt'い10

-15人位の切羽を30-35人もはいる具現式払採炭を可能にした56)｡4.6.
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により,また同じF'アトの火薬を使っても燃焼する時

間にばらつきがあ り.段尭々硬は{･きるが斉先々破は

できない｡これIl先破によって非常に不利なことがあ

る｡これに対 し屯気発破{･は斉発々破も投売々破も可

比である｡

(b) 尋火線は一枚に正夫が線香{･点火するの{･.作

薬且は点火し終るまで発破現場に留まっていなければ'

ならない｡

作業瓜が点火終って安全な個所に退避するま{･の時

間の余裕を考えて,尋火線を適当fz:長さに切断 して使

用する｡ しかし時としては点火に手間どった り串火線

が予定の時間より早く伝えることにより.作粟且が安

全な個所に退避 しない内に導火線が伝え終って爆薬が

爆発 して点火手が死鯨することがある｡Bickford導

火線を使用 して以来この唖の事故は大巾に減少したが

今なお捗をたたない｡屯気発破では発破現場から速 く

依れた安全な均所{･スチ,チを入れるので安全な作薬

ができる.

(C) 発破現切には未が多いので蒔火線をtF廿に十分

に押付け,かつJC付部に防水剤を色布 しても締付缶か

ら水がはい り不発になることがある｡

(A) ノタ./や炭 じんの多い炭鉱では点火時の帝火線

の始発火炎に上りJタt/や炭 じんに蔚火して爆発8故

をなすことがある｡

これに対 し吸前の花見発破には次の欠点があった｡

(A) 好付部や脚線の被覆が不完全で浸水し不発にな

り易い｡

(b) 可気発破等その他の付尽扱者の性他が患 く.多

故斉発ができずまた不発を起 し易い｡

(C) 屯先に付する作薬且の知鼓が低く取攻上の ミス

に上り事故をな し易い｡

従って従来使い別れている尋火線発破を欠点を承知

の上で採用 していた｡

花気骨軌 こは唖々の形式があるが.わが国では内部

に取付けた馬橋(白金線)にfR比を流すことに上り馬橋

を灼熟させて.その掛 こより点火薬を燃焼させる屯椀

形式が肯くから採用されていた｡この電横型は1832年

イギ l)スのHairが発明 したものである｡外国{･fl現

在は11γチヘ ッド方式が多く用いられる58)が以恥 王国

10の如 く屯横式又はスJt-タギ十,プ式が用いられた

Si)｡吸前の屯気笛管はEgl1(1ト(3)のように577脚線をfE

気筋管に固定するために固定市(盆栓)にイオウや七ノ

I/トを流 し込み.その下の坂(木栓やゴム)を抑えた上

に防水剤を由布 した｡蛮栓は回Il(1)から(3)のように逐

次改良されたが.それでも水のある個所で使用する時

には投水しやすい上に.脚軌 土当時輪糸社宅だったの

IC耐水性が乏 しかった(現在はビニル被覆)｡また適TB

後瞬間的に館管部が爆発する瞬尭fR曳雷管と,一定時

間後に嬢尭する投売屯気筋管があるが.戦前の段発句

気取軌 王国11(3)㈱のように点火薬と館管部の間に適当

に切斬 した尋火枚を取付けたもの{･ある｡ しかし尋火

枚を屯克町廿に内諌させると.苛火投の伝蔑時発生す

るガス正により投売罷免筋管は所定の伝虎時間より早

く壌尭する｡そこで回のように苛火線の愚虎ガスを外

に出すガス抜き用噴気孔がある｡この部分からも良水

し易い｡これに対し現在の段尭tE気筋管は図11(4)のよ

うに魚ガス延時薬を使用するのIC噴気孔はない｡戦前

吸後の花見筋管の構造を軒9兼に示す｡

(2) 発破付属品

(I)) 尭破骨

電気筋管を発火させる屯軒は現在は喝気先破替(通

常発破皆という)が用いられるが.吸前は乾屯池.蓄

電池または屯灯捜.屯力線などを利用する方法も採用

された｡ しか しfE泡式は乾屯池 1佃で起電力1.5ボル

ト軽度であるから領地1佃で11屯気fF管は発火せず.

2個用いて初めて 1個のqi免田廿が起爆{･きるJ:うに

斉発故がごく少数に限られる｡また交洗電源を利用す

る後二者は取扱が不便の上に均一な屯乾を供給ICきな

喪9嶋前職故の電気甘管の構造比較

暁前の屯免田℡ 取扱の屯免fF

℡脚線缶 埠}γキした搬 または鉄線を終糸で音覆また 内線など.i-〟-C披覆.静屯気による
畢尭防止tl裸線のまま のため

の挽韓を内臓港栓部 七メソトと木栓を使用.またはゴムにイオウを托し込

む プラスチック点火薬 鎗推状輸率を挿入 点火薬を白金線に由布するか白金線周

適に粉状の点火弗を挿入延時裳匠 串火線を好め付けて外部に露出 無ガス延

時薬を内Sに挿入(噴気孔なし)餌甘都 違雛 幣 悪阻 笑みであったが

その純 起爆薬ltDDNPに代わったK軸y6KBYakLJ.Vol.51.
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･'還 鍔写真 2 戦前の発破撃と

尋適粗 野いため.斉発性の倍額が不十分なので吸前で

も一般に発破単が用いられた｡明治時代から吸扱昭

和27年頃まで一耳して次の型の発破昔が用いられてきた

52)｡(L) †〆ネット式永久血石の磁軽の中

IC先電子を回転し電庇を発生させる

もの{･.その誘発される屯免は交洗{･ある｡発花々

力が少見なので王として叫尭または6発以下の発破に

用いる｡(LI) yイナモ式一〆ネットコイル

に上って助alさせる電気立石を利用したBl柾内{

･尭電子を回転し屯比を発生させるもの{･,電気は

直乾または麻紀{･ある.小舎丑の直巻式(シ')

-メ)と大審丘の分を式(シ十l/い とがある｡また

操作方法に上り.分釈すると次の如く{･ある｡(l)

-ンドル回転式-ソドルを急速回転させ収大連庇に

適した時キ-を押 し発破回掛 こ電乾を通ずる｡(

u) -./ドル捻転式-I/ドルを半回転珪転し

尭馬子を回転させると共に.-I/ドルの停止位匠で尭屯子は愈大速度に達し.同時

に短絡典故を開き尭破

回路にtR沈む通じる｡この方法は痕も多く用いられ

たが熱球を賓し,手拭を放るように増せと我々は教え

られた｡糾ラブクJ:一式ラックJ:-を急速

に押下げ.または引上げる方法で.何れもその停止位世に

適した時全部の発破回路に屯枕を通 じる｡M ブルオ,(一式 左または右に急速に動かして尭電子を

回転させ停止位位においてfR枕を通じる｡(V) ゼ

ンマイ式主軸にゼ./†イを取付け-I/ドルで十分



ら使用する1うに持申されていたが.現場{･は必ずし

も英施していなかったよう{･ある｡その他に坑内{･は 55)

敢放されたレールなどから屯紀が洞洩するが.湘挽屯

紀に上って屯気骨管が暴発することがある｡しかし吸 56)

掛こおいてはこうした危険防止については全く無関心

に作菜が投けちれた.戦前の尭破皆と尋遜相 野の- 57)

例を写衣称2に示すS7)｡ 58)

文 離
54)El本化薬輔:明日への挑吸(日本化薬70年のあゆ

K6gy8Kayoku.Vol.61.No.3.1990 -L77-

良)

A.A.Ho一ler.Explosiyc9100yeaJSago.nLe

JournaloEExplosivesEngineering.
三乗乗唄炭鉱労働組合絹:炭鉱に生きる(岩波新

市)(昭35)

E]本火薬製造紳カタF'〆:爆薬と先夜

木村 文:カタログよりみた各国の工薬価℡電気

骨管について,火薬と保安 Vol12.Nd

(1980)




